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青空と緑と産業の三ち昭和町

趣昧と実益の

手編 教室
昭・和・町・婦・人・講。座

夜ア時30分、昼間の仕事を終え、家事を間に合わせだ女性のみな

さんが、総合会館で行われている働く婦人を対象としだ手編教室(昭

和町婦人講座)に通ってきます。

舎年は、今までの残りの毛糸を利用してブルオーバーと呼ばれる

セーターを編んでいます。趣味と実益をかねておよそ三十名のみな

さんが、 q月下旬から3月上旬までの週4回計8回の教室に通って

います。

このほか、料理教室・ワープロ教室・健康体操教室・テコパージユ

教室の4教室にもおよそ120名の女性のみなさんが参加しています。
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H

温
水
ブ
l
ル
u
オ
ー
ブ
ン
ニ
カ
月
で

利
用
者
が
穴
千
人
を
突
破

昨
年
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
だ
町
立
温
水
ブ
l
ル
。
オ
ー
ブ
ン
二
カ
月
で
利
用
者
は
延
べ
六
千
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
メ
イ
ン
プ
!
ル
、
深
さ
七
十
セ
ン
チ
の
子
ど
も
用
ブ

i
ル
の
他
、

サ
ウ
ナ
や
お
風
呂
も
あ
り
ま
す
。
二
階
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
ガ
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
!
ム
で
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
一
般
健
康
コ
ー
ス
・

ら
く
ら
く
コ

i
ス
・
減
量
コ
!
ス
・
体
力
増
強
コ

i
ス
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
て
運
動
、
が
で
き
ま
す
。

自
分
の
体
力
と
目
的
に
合
っ
た
コ
ー
ス
で
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
、
ト
レ

i
二
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
つ
て

の
運
動
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
の
健
康
生
活
を
考
え
る
う
え
で
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
身
近
怠
温
水
プ

i
ル
の
施
設
を
利
用
し
て
み
て
は

スイ~~@

オ
ー
プ
ン
か
ら
二
カ
月
経
過
し
た
二

月
九
日
現
在
で
、
利
用
延
べ
人
数
は

六
千
百
十
三
人
、

一
日
当
た
り
の
平

均
利
用
者
は
約
百
四
十
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
学
校
週
五
日
制
と
重
な
っ
た
十

二
月
十
二
日
の
土
曜
日
に
は
、
オ
ー
プ

ン
以
来
最
高
の
三
百
二
人
の
利
用
が
あ

nノ
宇
品

1
レ
h
~

。

一
日
の
利
用
者
数
は
、
平
日
で
お
よ

そ
百
十
人
、
土
、
日
曜
日
に
は

二
百
人

か
ら
三
百
人
に
な
り
ま
す
。
午
前
、
午

後
、
夜
間
の
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者

は
、
平
日
の
午
前
が
お
よ
そ
十
五
人
・

午
後
が

二
十
五
人
・
夜
間
が
七
十
人
。

土
、
日
曜
日
の
午
前
が
四
十
人
・
午
後

が
百
二
十
人
・
夜
間
が
七
十
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
利
用
者
数
の
中
に
は
、

サ
ウ
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
お

風
呂
だ
け
を
利
用
す
る
方
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

町
内
外
の
利
用
者
の
比
較
を
し
て
み

ま
す
と
、
現
在
町
内
の
方
の
利
用
は
お

よ
そ
九

一

%
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
町

外
の
方
の
利
用
が
次
第
に
増
え
て

い
く

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

副

島

組

伶
ω

〈
嘱
託
職
員
〉

雨
宮
幹
夫

山
本
寿
々
子

池

上

雄

蔵

〈
事
務
吏
員
〉

保

坂

正

造

桑石手
原原塚

丑 周
寅学次

美

H

武
人

一
(②

中
で
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗

っ
て
運
営

ー

す
る
こ
と
が
で
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

日

町
内
外
の
関
心
も
高
く
、
す
で
に
新

一
成

聞
紙
上
な
ど
で
も
取
り
あ
げ
て
い
た
だ

J

き
、
県
内
各
地
か
ら
の
問
い
合
せ
、
視

一
叫ん

察
な
ど
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
い

オ
ー
プ
ン
し
て
二
カ
月
余
り
に
な
り
ま
報

す
が
、
現
在
利
用
者
も

一
日

平

均

百

四

十

広

人
を
越
え
て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
す
と
、
も

っ
と
多
く

の
方
々
が
利
用
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
五
年
度
は
、
各
種
教
室
の
開
催

一

な
ど
も
考
え
て
い
る
中
で
、
ひ
と
り
で

も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

す
ば
ら
し
い
健
康
生
活
の

一
助
に
し
て

一

い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

時
間
別
の
平
均
利
用
者
数

7住日O人

夜間

仁コ平

仁コ土、日曜日

25人 1120人

午後

日



~~~手ψタ

す

3
砂

O
回
数
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

町
内
の
方
に
は
、
回
数
券
を
購
入

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
回
数
券
は
、
大
人
の
場
合

一
冊

三
千
円
で
十
二
枚
の
回
数
券
が
つ
い

て
い
ま
す
。
こ
ど
も
(
小
・
中
学
生
)

は

一
冊
十
枚
で

一
千
円
、
幼
児
(
小

学
生
未
満
)
は

一
冊
十
枚
で
五
百
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
回
数
券
は
受
付

け
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

O
帽
子
が
必
要
で
す

プ
l
ル
へ
入
る
に
は
、
ス
イ
ミ
ン

グ
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
受
付
け
で
も
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
保
護
者
同
伴
で

小
学
生
未
満
の
幼
児
が
プ
ー
ル
へ

入
る
場
合
は
、
必
ず
保
護
者
が
水
着

に
な
っ

て

一
緒
に
プ
ー
ル
へ
入
っ
て

く
だ
さ
い
。

b
L
U
3
=
M
d
g
Q砂
川
リ
ム

O
運
動
靴
が
必
要
で
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
l

ム
で
は
、
運

動
靴
を
は
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
上

履
き
用
の
運
動
靴
を
持
参
し
て
く
だ

叉」い。

。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

l
で

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
l

ム
を
利
用
し

た
り
マ
シ
ン
を
使
う
人
は
、
必
ず
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
l
を
着
用
し
て

く
だ
さ

い
。

-
剥
周
で
き
る

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

正
午
ま
で

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

午
後
六
時
か
ら

午
後
九
時
ま
で

(
四
月

か
ら
十
月
ま
で
は
、
午

後
九
時
三
十
分
ま
で
)

以
上
の
三
部
制
で
す
。

午
前
の
部

午
後
の
部

夜
間
の
部• 体

錯

園

毎
週
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

企運動のあとはロビーでくつろげます。

ー家
父揮

襲警
がと Z
書ラ
共て
済

ヘ

受
通
事
故
は
年
々
増
加
し
、
今
日

の
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
私
定
ち
自
身
、
い
つ
受

通
事
故
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
寸
ま
さ
か
・
・
・
・
・
・
」

の
時
に
備
え
て
、
家
族
そ
ろ
っ
て
受

通
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
共
済
は
、
自
動
車
・
電
車
・

飛
行
機
・
船
舶
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
・

農
耕
用
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故
に
、

一
人
年
額
五

O
O円
の
掛
金
で

一
万

円
か
ら
最
高
一

O
O
万
円
ま
で
の
見

舞
金
を
、
簡
単
な
手
続
き
で
受
け
取

れ
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
昨
年

一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
期
間
、
七
十
二
件
の
災
害

に
対
し
て
お
よ
そ
四
百
四
十
七
万
円

が
見
舞
金
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま

す
。

V
加
入
資
格

本
町
に
住
民
登
録

人
登
録
し
て
あ
る
方

ま
た
は
外
国

V
申
込
み
方
法

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
、
地
区
の

交
通
安
全
母
の
会
役
員

(
婦
人
会
支

部
長
)
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
る
申
込

書
に
掛
金
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ

弐」い
。

V
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額

一
人
五

O
O
円
で
す
。

な
お
、
四
月

一
日
以
降
の
中
途
加
入

の
場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

V
共
済
期
間

平
成
五
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
六

年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。
た
だ
し
、

中
途
加
入
は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら

平
成
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

V
お
問
合
せ

役
場
総
務
課

(
色
目
1
2
1
1
1

内
線
加

-
m)
ま
で
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
申
込
書
と

一
緒

に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

叉
」
い。

平成 5.3.1③広報しようわ



U健

っ

こ
の
日
一
日
み
ん
な
で

健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た

ま

今
年
で
第
十
九
回
目
の
開
催
と
な
る

「昭
和
町
健
康
ま
つ
り
」
。
母
子
愛
育
会

が
主
催
す
る
こ
の
健
康
ま
つ
り
が
、

一

月
三
十

一
日
町
総
合
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。式

典
で
は
、
よ
い
歯
の
五
歳
児
表
彰

と
国
民
健
康
保
険
優
良
世
帯
・
老
人
保

健
優
良
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
虫
歯
の
な

い
子
ど
も
た
ち
と
、
普
段
か
ら
健
康
に

気
を
つ
け
、

一
年
間
お
医
者
さ
ん
に
か

か
ら
な
か
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。ま

た

「
お
っ
ぱ
い
体
験
発
表
L

で
は
、

西
条

一
区
の
角
野
潤
子
さ
ん
と
上
河
東

の
井
上
貞
子
さ
ん
が
、
母
乳
保
育
の
す

ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
、
体
験
談
を
交
え

な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。

り
開
催

企栄養改善推進員会の試食コーナー

衛
生
委
員
会
の

コ
ー
ナ
ー

に
は
、

粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転
車
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
電
気
製
品
の
展
示
即
売

会
が
あ
り
、
格
安
で
の
販
売
に
あ
っ
と

い
う
聞
に
売
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
売
上
げ
金
は
、

町
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
百
七
十
四
編
の
中
か
ら
、
一

井
上
さ
ん
の
母
乳
育
児
の
体
験
文
が
、
一

見
事
最
優
秀
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。

一

『母
乳
の
す
ば
ら
し
さ
』
と
題
し
た
一

体
験
文
に
は
、「
親
戚
か
ら
引
き
取

っ
た

.

赤
ち
ゃ
ん
が
、
栄
養
が
足
り
な
く
衰
弱
一

し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
赤
ち
ゃ
ん
を
一

抱
え
な
が
ら
知
り
合

い
の
家
を
訪
ね
歩
一

き
、
母
乳
を
貰
い

赤
ち

ゃ
ん
の
健
康
が
一

回
復
し
た
L

と
い
う
、
母
乳
に
優
る
も
一

の
は
な
い
と
い
う
体
験
談
が
書
か
れ
て
一

い
ま
す
。

-

健
康
ま
つ
り
の
な
か
で
、
井
上
さ
ん
一

は

「
お

っ
ぱ
い
体
験
発
表
」
と
し
て
、
一

感
動
あ
る
発
表
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一

.....みんなで参加した「つな引き」

四
月
か
ら
新
レ
い
保
隙
証
で

。
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
隆
康
保

険
証
の
育
効
期
限
は
、
ゐ
フ
月
の
三
月

一
二
十
一
日
ま
で
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
の
で
¥
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
日
程
表
に

よ
り
、

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
し
て
各
地
区
の
公
会
堂

・

公
民
館
な
ど
で
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
、だ
さ
い
。

表)

時

程(臼

場所 間付父

9時50分午前9時西条新田公会堂

10時50分午前10時西条一区公会堂

11時50分

2時50分

3時50分

午前11時

午後 l時

午後3時

清水新居公民館

西条二区第一公会堂

戸ム... 

王
ム
玄公越押

保
険
証
は
¥
み
な
さ
ん
の
隆
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

巳
更
新
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
あ
、
期
間
中
に
会

場
へ
来
ら
れ
な
い
方
は
¥
四
月
一
日

以
降
、
役
場
町
民
窓
口
課
窓
口
で
引

き
換
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
町
民
窓
口
課

(万
1
2
ペ
|
ペ
ー
パ
ー
〉
ま
で
。

4時50分午後4時紙漉阿原公会堂

9時50分午前日時築地新居公会堂

10時50分午前10時飯喰集落センター

11時50分午前11時
........ 
王

ム
玄公西河

l時50分午後 1時上河東公会堂

2時50分午後 2時上河東二区集会所

4時午後3時河東中島公 会 堂

「忘れないで明日のための国呆税コ

平成 5.3.1 ④広報しようわ



七
人昨
の年
民の宣伝
生十 牟ザl

E万し
l日 一一

主日い
員新 z，
カずし

委く A
~品 哨 掴_1属 二 ノ、

企3町合同で研修する委員のみなさんさ十の

んな老|請陣て現地 員 が れ 奇 話
のど人ビ、 害 い在区民に、ま正i
相幅のス老福た地か生な今し EI
談広聞の人祉だ域ら委り固た二三
相い題申ホのい福推 員 ま は 戸ミ
子分、請 | 関 て 祉 薦児 し新委で
と野家のム係いのさ 童 たし 員 A ，

なで庭ほへやま窓れ委。くの~"'"
つ 、・かの 、す口た員 八任仇i
て町子 入生 とみの 人期，..，
い民ど一所活老しな方 の は 主 訴
まのも人、保人てさ々 方 三 郎地
すみの暮入護福活んは 々年1p
。な 問ら浴の祉躍で、 がで '1二
さ題しサ申・し、各 委す

〈テイサービス〉

家庭での

介護を

お手伝いします

民生委員児童委員名簿 (敬称略)
地 区 氏 名 電話番号

西条一区
末木敏夫 75-3711 
中込喜代子 75-3376 
上 杉 知 英 75-2052 
秋山 とし江 75-3778 

西条ニ区 坂本菊雄 75-2080 
長田和子 75-3351 
深沢邦芳 75-3802 
笹本照男 28-9020 

清水新居 石原千鶴 22-5011 
保坂明子 24-2970 

西条新田
塚 原 省 二 75-3431 
中沢 喜 幸 75-2165 

押 越
望月 朝徳 75-3465 
有賀 一 雄 75-3446 

河東中島
佐野安一 75-2157 
鷹野たつ子 75-2130 

紙漉阿原
清水博文 75-4886 
野 j畢善久 75-3880 

築地新居
河田 武 75-2451 
栗原 5皇 75-3665 

飯 喰 角野秀次 75-2972 
今村 f古文 75-2003 

河 西 明刀辰弘 75-2378 
長田 その子 75-5730 

上河東 武田かはる 75-2198 

上河東ニ区
品野順子 75-3522 
中込 老同31ヒ 75-3736 

毛筆の闘に励む

町
に
は
、
ね
た
き
り
や
痴
呆
性
の
お

年
寄
り
が
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
で
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
こ
の
な
か
で
、

リ
ハ
ビ
リ
を
中

心
と
し
た
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

四
月
に
昭
寿
荘
に
完
成
予
定
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ね
た
き
り

や
身
体
の
弱
い
お
年
寄
り
を
送
迎
し
、

日
帰
り
で
入
浴
、
給
食
、
日
常
勤
作
訓

練
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

-
利
用
で
き
る
方

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り

痴
呆
症
の
お
年
寄
り

身
体
の
弱
い
お
年
寄
り

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

リ
フ
ト
付
き
パ
ス
で
送
迎
い
た
し

ま
す
の
で
、
ね
た
き
り
の
方
も
安
心

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

母
子
寡
婦
福
祉
会
(
田
島
秀
子
会
長
)

で
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
一隔
月
で
夜
二
時

間
毛
筆
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
措
書企一緒に夕食を食べた後、練習を始めます

-
入
浴
サ
ー
ビ
ス

ね
た
き
り
の
方
も
特
殊
浴
槽
を
利
用

し
、
入
浴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
給
食
サ
ー
ビ
ス

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
、
食
べ

や
す
い
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

・
日
常
動
作
訓
練

軽
運
動
や
趣
味
活
動
に
よ
り
、
楽
し

み
な
が
ら
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す

0

.
健
康
チ
ェ
ッ
ク

看
護
婦
が
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す

0

.
家
族
介
護
者
教
室

専
門
家
が
介
護
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

ま
た
随
時
、
利
用
者
や
家
族
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

-
利
用
料

一
回
に
つ
き
六
百
円
程
度

※
利
用
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
(
岱
万
1
2
1
1
1
)

へ

や

行

書

ト

宛

名

書

き

や

年

引

川

一

ど
生
活
用
語
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
一

す
。
会
員
は
現
在
約
五
十
名
で
す
が
、
一

毎
回
半
数
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

一

母
子
寡
婦
福
祉
会
の
み
な
さ
ん
は
、
ト

福
祉
運
動
会
・

一
日
行
楽
・
ふ
れ
あ
い
一

祭
り
の
他
、
町
の
福
祉
行
事
な
ど
に
も
一

参
加
し
て
い
ま
す
。

一

「
会
の
性
格
上
、
活
発
な
活
動
と
い
う

-
3

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
一
向

は
手
芸
な
ど
に
も
挑
戦
し
た
り
、
教
養
一
平

を
深
め
な
が
ら
、
幅
広
い
活
動
を
通
し
一
わ

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
一
品

い
と
思
い
ま
す
U

と
田
島
会
長
は
話
し
一
日

一
今
宮
寸

て

い

ま

す

。

一

広

i

ー
ー
し
⑤



ありがとう

ございました

."..1::l:二斗~n 哩 H正主走三Z~T同ー‘d.l~←ーーE.:.:.-，戸一，~ . : : ， ~ I .. ~} !庇iLcof..l.量.. ~~~:，--

赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
績
報
告

昨
年
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期

間
中
に
は
、
区
長
、
民
生
委
昌
(
、
社
協

理
事
、
支
部
委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
、

町
民
の
み
な
さ
ん
や
町
内
各
事
業
所
の

善
意
と
ご
協
力
に
よ
り
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
、
次
の
と
お
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

-
大
口
募
金

三
八
O
社

一
、
九
六
五
、

0
0
0
円

.
戸
別
募
金
三
、
九

O
O
戸

一
、
五
五

O
、
六
一

O
円

・
バ

ッ
ジ
募
金

二
八
四
個

一
四
八
、
七

一
一
円

-
街
頭
募
金

・
特
殊
募
金

一五、

0
0
0
円

(
校
内
募
金
他
)

六
五
、

O
七
二
円

三
、
七
四
四
、

三
九
三
円

【合

計
}

な
お
、
一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

を
ご
報
告
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

昭
和
薬
局
偏
誠
和
電
機
工
業
丸
山

康
弘
偏
カ
ネ
ト
モ

M
S
ハ
イ
ツ

関
泉
応
寺
大
塚
内
科
小
児
科
医
院

納
品
川
工
事
陶
萩
原
石
油
吉
川
外

科
整
形
外
科
医
院
田
中
建
材
佐
野

組
陶
望
月
産
業
清
水
精
米
工
場

藤

本

製

作

所

側
三
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業

側
日
興
建
設
大
栄
企
画
側

幡
野
彦

一

樹
丸
沼
運
輸
昭
和
田
中

歯
科
医
院
信
陽
製
油
備
昭
和
鉄
工

昭
栄
自
動
車
整
備
工
場
陶
ユ
タ
カ
商

事

小

松

建

築

新

都

市

設

計

鮒

岩

村
貴
金
属
勇
ボ
デ
ィ
工
場
笠
松
動

物
病
院
デ
ボ
の
家
具
昭
和
建
設
工

業
昭
和
営
業
所
高
野
孝
久
商
庄
小

野
山
石
材
庖
網
ヒ
グ
チ
貴
金
属

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
山
梨
販
売
側
側
ワ

カ
ツ
キ
昭
和
ペ
ッ
ト
国
側
米
山
実

業
側
ア
ピ
オ
側
ア
ル
プ
ス
ハ
イ
ウ

ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
偏
貢
川
建
材
鮒
若

林

建

設

佐

野

研

磨

製

作

所

蓮

見

漬
物
食
品
納
甲
府
営
業
所
松
永
塗
装

販

売

庖

望

月

畳

居

ニ

ュ

l
健
康
ハ

ウ
ス
昭
和
側
山
本
工
務
庖
田
辺
産

婦
人
科
医
院
近
鉄
物
流
側
甲
府
支

底
河
西
金
属
商
事
側
太
陽
自
動
車

販
売
鮒
フ
ァ
ミ
リ
コ
昭
和
タ
ウ
ン

プ
ル
・
シ
オ
ザ
ワ
備
五
味
歯
科
医
院

歳
末
有
価
物
回
収

集
計
報
告

昨
年
十
二
月
に
、
有
価
物
の
回
収
を

行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
の

集
計
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
役
員
、

民
生
委
昌
(
、
社
協
理
事
・
評
議
員
・
支

部
委
員
(
各
地
区
組
長
)
の
み
な
さ
ん

の
労
力
奉
仕
に
深
く
感
謝
し
、
紙
上
を

も

っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-
紙
類
(
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
)

三
五
六
、

二
五
O
円

.
ビ
ン
類
(
ビ

l
ル
ビ
ン
他
)

九
O
、
O
三
四
円

【

合

計

}

四

四

六

、

二
八
四
円

。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
総
合
会
館

駐
車
場
の
南
東
隅
に
、
有
価
物
回
収
小

屋
を
四
基
設
置
し
て
い
ま
す
。
総
合
会

館
や
プ
ー
ル
へ
お
越
し
の
際
は
、
少
し

で
も
結
構
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

側
名
執
組
相
原
不
動
産
綱
相
原
商

事
パ
チ
ン
コ
マ
ル
ニ
武
川
病
院
ヤ

マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
昭
和
飯
喰

庖

鮒

ダ

イ

タ

側

江

商

側

協

伸

側
宝
林
甲
府
支
社
側
ク
リ
エ

l
ト
宅

間

側

大

一
化
研
工
業

木
村
工
務
庖

鮒
東
京
相
互
銀
行
甲
府
昭
和
通
支
底

精

発

附

嗣

丸
善
産
業

ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
さ
か
坂
本
工
業
釜
無
金
属
工
業

団
地
協
同
組
合
鮒
ア
イ
テ
ッ
ク
甲
府

支

庖

テ

ル

モ

鮒

甲

府

工

場

側

キ

確
定
申
告
は

も
う
お
済
み
に
窓
り
ま
じ
た
か
っ
・

8
局
百
圏
内
ぴ
守

い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
申
告
期
限
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
商
売
や
事
業
を

営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
、

農
家
の
み
な

さ
ん
、
申
告
は
も
う
お
済
み
に
な
り
ま

し
た
か
?

平
成
四
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
、

町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
、
役
場
の
窓
口
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
す
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、
地
区
別
に
受
付
相

談
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
二
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
税

務
課
(
岱
万

2
1
1
1
)
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

平成4年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受付相談は、土曜・日躍を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

持申
参告
すに
る
も
の

平成 5.3.1 ⑥広報 eしょうわ

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

た
申
告
用
紙

マ
収
入
・

支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・

医
療
費
な

ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は、

売
買
契
約
書

な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契
約

書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か
ら
の

証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書

・
内
訳
書
の
控
え

:
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

築地新居
3月1日伺)

飯 喰

役場昭和町河 西 午前

上河東
3月5日住) 9時

一
上河東二区

3月8日(月) 午後

ホル階
その他 48寺

(予備臼)
3月12日住)

3月15日伺)

※来庁の際は、最初に税務課窓口で受付けを

してください。
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⑫ 下水道
使用料と優遇制度

今
年
四
月
の
下
水
道

一
部
地
域
(
上

河
東
、
上
河
東
二
区
・
河
西
の
一
部
)

の
使
用
開
始
に
向
け
て
、
シ
リ
ー
ズ
十

二
回
目
の
今
回
は

『使
用
料
と
加
入
促

進
の
た
め
の
優
遇
制
度
』
に
つ
い
て
-説

明
し
ま
す
。水

道
の
使
用
料

公
共
下
水
道
が
完
成
し
、
下
水
道
を

使
用
し
は
じ
め
る
と
、
流
し
た
汚
水
の

量
に
応
じ
て
「
下
水
道
使
用
料
」
を
支

払

っ
て
.
い
た
だ
き
ま
す
。

み
な
さ
ま
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
い

た
使
用
料
は
、
ポ
ン
プ
場
や
処
理
場
の

運
転
、
下
水
管
路
の
清
掃
や
補
修
な
ど

施
設
の
維
持
管
理
費
用
の
一
部
に
あ
て

ら
れ
ま
す
。

使用料の料金表

用途区分 下水使用水量 |ケ月あたり

10附まで 基本使用料 700円

10m'越え30肘まで 1 m'につき 80円
一 般 用

30川越え50m'まで |肘につき 90円

50附越えるもの |肘につき 100円

臨時用 1 m'につき 100円

使用水量の決め方

使----用~状~況~区~~~B l 一般汚水 営業用汚水

水道水のみ 水道使用水量 水道使用水量

井戸水のみ |人|カ月 8m' 圭悶刃'じお 疋~ 

水道併水 ・井戸水 水道使用水量プラス 三両~し日、 五"...巳司

の 用 |人|力月 4附

O水洗便所改造助成金

O排水設備工事資金
融資あっせん制度

水
洗
便
所改

造
助
成
金

V
対
象
に
な
る
工
事

組
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

し
て
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

V
助
成
対
象
の
期
限

処
理
区
域
内
に
お
い
て
下
水
道
が
供

@ 
排
水
設
備
工
事
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

こ
の
融
資
制
度
で
は
、
処
理

区
域
内
の
方
に
対
し
、
排
水
設

備
の
工
事
に
必
要
な
資
金
の
あ

っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

V
限
度
額

一
世
帯
に
つ
き
五
十
万
円

V
償
還
期
限

三
年
以
内

V
償
還
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還
(
利
子
は
町

が
全
額
融
資
機
関
に
支
払
い
ま
す
)

用
開
始
さ
れ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
限

り
ま
す
。

V
助
成
金
の
金
額

工
事
を
す
る
日
が
、
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
た
年
か
ら
何
年
経
過
し
て
い

る
か
に
よ
り
助
成
金
が
変
わ
り
ま
す
。

工
事
費
の
限
度
額
は
三
十
万
円
で
す
。

供用開始 助成金の 助成金の

からの年数 割合 上限

|年目 工事費の
10万円

の工事 3分の|

2年目 工事費の
3万円

の工事 10分の l

3年目 工事費の
|万 5千円

の工事 20分の|¥¥寸 官官l

お今 町
す月立
すの図
め書
函館
室 tl'
目 a 忌

当
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図
書
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と
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形
敏
朗

0
変
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V

C
主
E黒

川
博
行

0

サ
ム
ラ
イ
た
ち

ク
リ
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ア

{
児
童
図
書
】

0
土
曜
日
の
オ
カ
リ
ナ

国
松
俊
英

O 

た

の
愛
子

堀
内
純
子

O
宝
ふ
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べ

長
崎
源
之
助

講
談
社

文
妻
春
秋

マ
ガ
ジ
ン

ハ
ウ

ス

文
警
春
秋

筑
摩
書
房

文
渓
堂

小
峰
書
庖

に
し
か
わ
お
さ
む

0

ぶ
た
さ
ん
と
ね
ず
み
さ
ん

佼
成
出
版
社

平成 5.3.1
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フ
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の
お
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う
と

へ
ル
マ

ン

，--
E 

ぎ
よ
、っ
せ

い

⑦広報しようわ

セ

フ

出
版



んなの広揚
はっびいたいむ

地域の子どもたちに

母親のあたたかい心を

昭和町子育てボランティアの会

ゐ
フ
月
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
巳
、
二
月
十
一
日
に
「
た
こ
あ
げ
大

会
」
を
開
催
し
だ
昭
和
町
子
育
て
ボ

ラ
ン
テ
イ
戸
の
会
を
紹
介
し
ま
す
。

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
、

よ
り
幸

せ
を
感
じ
、
た
く
ま
し
く
健
や
か
に
育

っ
て
も
ら
い
た
い

」
こ
ん
な
願
い
を
持

っ
て
七
年
前
に
発
足
し
た
昭
和
町
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
。

現
在
、
会
員
は
三
十
五
名
で
す
。
子

育
て
ま
っ
最
中
の
方
か
ら
子
育
て
が
済

ん
だ
方
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
、

児
童
館
を
拠
点
と
し
て
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

一一
月
十
一
日
に
は
、
今
年
で
第
六
回

目
と
な
る
「
た
こ
あ
げ
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
一

月
中
旬
に
は
、
大
会
で

子
ど
も
た
ち
に
子
づ
く
り
の
た
こ
を
あ

げ
て
も
ら
お
う
と
、
「
た
こ
づ
く
り
講
習

会
」
を
開
き
、
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、

た
こ
の
作
り
方
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
あ
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会

必前ぷ拶守-;11-ζ抑

<<G'五ロ a理'r
を
開
く
た
め
に
、
た
こ
づ
く
り
の
先
生

で
あ
る
山
本
武
夫
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

毎
年
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
月
の

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
は

お
も
ち
ゃ
の
広
場
コ

ー
ナ
ー
で
、
八
月

の
親
子
の
縁
日
で
も
焼
そ
ば
・
糸
き
り

団
子
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
朝
早
く
か
ら
夜

遅
く
ま
で
活
躍
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
大
変
な
時
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
と
、

『よ

か
っ
た
ね
』
と
い
う
言
葉
が
会
員
の
み

な
さ
ん
の
な
か
か
ら
自
然
と
出
て
き
ま

す
。
会
長
の
窪
田
孝
枝
さ
ん
は
、

「
こ
れ

か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
通
し
て

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
親
の
心

や
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
を
理
解
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い

」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

。
会
員
募
集

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、

一
緒
に
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
申
込
み
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
内
事
務
局
(
宮
市

2
1
1
1
)
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

...たニあげ大会で活躍する子育てボランティアの会の
みなさん

治11市JJJ!?l納得1川日市RIlli
-材料 (4人分)

豚もも肉(薄切りのもの)12枚 ねぎ 2本 みそ大丸

4 小麦粉、スキムミルク適宜 透き卵 4コ

生パン粉適宜レモン見コ揚げ油適宜

・作り万

① ねぎは豚肉の幅に合わせた長さにブツ切りし、縦に切り目

を入れて中の芯を取りだし4枚に広げ縦にせん切りにします。

水にはさらさず切るだけlこします。

② 豚肉は4枚ずつ広げ片面に昧1曾を平均にぬり、①のねぎが

はみださぬようきっちり包み巻きます。

③ 揚げj由を180度に熟し、②のねぎ巻き!こ、小麦粉とスキムミ

ルクのまぜたものと、;容き卵、 J¥こノ粉の順に衣をつけ力1)ツ

と揚げます。浮き上ってきたら油を切り、レモンのクシ形切

りで盛りつけます。

豚
肉
の
ね
ぎ
巻
き
フ
ラ
イ

栄養改善推進員

鷹野高子さん

| ちょっと一言 l 
豚肉はビタミンBlが牛肉の 3-

4惜と多く、調理の中で豚カツ

にするのが一番栄養素がそこな

われなくて良いそうです。

(飯喰)

仁二二コ

こ
う
ぼ
う
川
柳

鳶
の
輪
私
を
誘
う
詩
が
あ
る

振
り
向
い
て
語
る
ド
ラ
マ
の
夫
婦
酒

飛
ぶ
鳥
の
ド
ン
が
落
て
く
金
の
ラ

肩
車
子
も
佳
い
年
へ
初
参
り

青
い
鳥
探
し
て
施
設
の
子
等
の
夢

よ
そ
見
し
た
私
に
一
反
る
列
が
な
い

友
情
の
涙
を
頬
に
千
羽
鶴

列
島
を
歓
喜
で
包
む
ご
婚
約

交
際
も
お
世
辞
上
手
で
宙
に
浮
き

国
境
の
な
い
大
空
を
渡
り
鳥

奉
祝
の
夢
と
と
の
い
て
酉
の
年

新
春
の
無
上
の
よ
ろ
こ
び
胸
を
打
つ

世
は
変
り
義
理
人
情
の
巾
薄
〈

不
況
風
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
へ
力
入
れ

酉
年
の
長
女
生
れ
し
初
春
の
朝

年
賀
状
思
わ
ぬ
人
の
名
を
た
ぞ
る

初
陽
空
、
」
が
し
神
秘
な
美
を
拝
む

初
陽
受
け
山
茶
花

一
し
は
庭
に
映
え

青
い
鳥
探
し
疲
れ
て
喜
寿
の
坂

曲
辰
夫
逝
き
沃
土
は
荒
野
と
な
る
運
命

沈
黙
の
裏
で
義
理
立
て
生
き
て
来
た

思
い
出
の
マ
フ
ラ
ー
巻
い
て
初
詣

向
い
合
う
鏡
は
心
ま
で
写
し

打
ち
と
け
て
話
が
は
ず
む
国
批
り

没
収
の
家
財
も
保
証
し
た
義
理
が
仇

ど
ん
底
に
生
き
て
も
希
望
捨
て
切
れ
ず

中
j尺;尺

相
原
あ
き
子

森
田神

森

田

み

づ

ほ

堀
内
美
代
子

高
野;尺

山
本
み
よ
子

磯
きド

井
口

矢
崎

⑧ 平成5.3.1

久
子

広報しようb

春
男

平
品
+
じ

X
寸

，々
A
I千草f

夏
子

イじ

枝
玉
枝

素
木

竜
星



赤・ぢ .~.Iu. 誕・隼

ん

島

眼

く

河

)

み
未

恒

但

く

n
b
f

い・清
2
忠

がレ

4
り

一
一
一
一
町
川

さすが二男.グ ヨ
すばやい性格で毎日、いだずらがんば 写

ってます。誰からも好かれ思いやりのあ 量

る子に育ってほしいと願ってます。 J

.，. . .，同劇僻益広畑~:;州制引車γm‘F、v

しおり

戸遺詩織ちゃん

.H3. 7. 14生(西条二区)

・(父)麗太・(田)匡子

情緒豊かな女の子!こなるようにと名前

を付けました。明るく元気で、叡や踊り

が大好きです。

中津圭太くん
・H3. 10. 2生(西条一区)

・(父)一則・(田)酉子

女血管の病気

山梨医科大学教授

第二外科 多

医|宮古|メ|

~京量.. 1 

血
管
の
病
気
と
言
う
と
皆
さ
ん
は
お

年
寄
り
の
病
気
で
放
置
す
れ
ば
脚
が
腐

る
厄
介
な
病
気
で
あ
っ
て
、
治
療
が
と

て
も
難
し
い
病
気
と
お
考
え
に
な
る
で

し
ょ
う
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
場
合
も

あ
り
ま
す
が
血
管
の
病
気
と
い
っ
て
も

動
脈
の
病
気
、
静
脈
の
病
気
、
リ
ン
パ

管
の
病
気
な
ど
色
々
で
症
状
も
重
症
度

も
ま
た
様
々
で
す
。
こ
こ
で
は
動
脈
の

病
気
を
取
り
上
げ
て
お
話
し
ま
す
。

動
脈
の
病
気
に
は
動
脈
が
閉
塞
し
て

血
行
障
害
を
来
す
も
の
と
動
脈
が
異
常

に
拡
張
し
て
時
に
破
裂
し
て
し
ま
う
動

脈
癌
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
動
脈
硬

化
症
を
主
な
原
因
と
す
る
病
気
で
欧
米

で
は
非
常
に
多
い
病
気
で
す
が
日
本
で

も
お
年
寄
り
の
数
が
増
え
て
来
た
こ
と

や
、
食
生
活
の
欧
米
化
な
ど
で
次
第
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
動
脈
硬
化

に
よ
る
動
脈
閉
塞
は
医
学
用
語
で
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
と
言
い
ま
す
が
、
明
か

に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
病
気
の

症
状
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
脚
が
し 祐輔

ぴ
れ
る
、
あ
る
い
は
冷
た
い
と
い
っ
た

極
く
軽
い
症
状
か
ら
、
足
指
に
漬
蕩
が

出
来
た
、
あ
る
い
は
壊
死
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
様
な
重
症
ま
で
様
々
で
す
が
、

一
番
多
い
の
は

一
定
距
離
を
歩
く
と
ふ

く
ら
は
ぎ
が
張
っ
て
く
る
あ
る
い
は
痛

く
な
っ
て
歩
け
な
く
な
る
、
少
し
休
む

と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
、
そ
し
て

同
じ
距
離
を
歩
く
と
ま
た
同
じ
こ
と
が

起
き
る
間
欠
性
披
行
と
い
う
症
状
で
す
。

一
度
に
歩
け
る
距
離
は
人
に
よ
り
様
々

で
す
が
同
じ
人
で
は
い
つ
も
ほ
ぼ
同
じ

と
い
う
の
が

一
つ
の
特
徴
で
す
。
当
然

一
度
に
歩
け
る
距
離
が
短
い
ほ
ど
病
気

が
重
い
と
言
え
ま
す
。
大
多
数
の
患
者

は
こ
の
間
欠
性
版
行
の
状
態
で
留
ま
っ

て
い
ま
す
が
中
に
は
歩
か
な
く
て
も
痛

い
、
い
わ
ゆ
る
安
静
時
痛
、
さ
ら
に
進

田

.
草
成
五
年
一
月
一
日

i
一
月
=
干
一
日

(
敏
称
略
)

ん
で
潰
療
や
壊
死
に
陥
る
事
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
ま
で
き
て
放
置
し
て
い
る
と

脚
の
切
断
を
免
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
い

ま
す
。私

ど
も
は
昔
よ
り
こ
の
病
気
を
血
管

外
科
的
に
修
復
し
て
普
通
に
歩
け
る
よ

う
に
し
た
り
ま
た
脚
を
救
う
努
力
を
し

て
き
ま
し
た
が
今
日
で
は
大
変
に
進
歩

し
て
殆
ど
の
患
者
き
ん
で
目
的
を
達
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

血
管
の
手
術
が
大
変
に
難
し
く
危
険
も

大
き
い
と
思
わ
れ
て
い
た
時
代
は
過
ぎ

て
今
や
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
対
す
る

最
も
有
効
な
治
療
法
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
も
し
心
配
な
方
が
い
れ
ば
山
梨
医

科
大
学
第
二
外
科
に
ご
相
談
下
さ
い
。

企
画
/
財
団
法
人
里
仁
会E --------

ま
で
の
届
出

す

お
誕
生

ヲ年

①
西
条
ニ
区

マ
佐
々
木
猛
(
秀
幸
)

①
西
条
新
田

マ
若
尾
真
(
久
)
①

押
越

マ
市
川
凌
平
(
哲
尉
)

①
紙

漉
阿
原

マ
秋
山
智
美
(
久
樹
)

①

築
地
新
居

マ
田
中
佑
果
(
秀
幸
)

マ
内
藤
柚

(
彰
)
①
上
河
東

マ
伊

藤
里
紗
(
龍
五
口
)
①
上
河
東
ニ
区

マ
宗
真
之
介
(
昌
伸
)

マ
丹
尾
成
美

(
隆
広
)‘' ーッ~，

ιー

結

婚

・

①
紙
漉
阿
原マ

滑
川
忠
弘
・

戸
島
広
巳

平成5.3.1

①
築
地
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居マ

島
田
景
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・
古
木
良
栄

①
河
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⑨広報しようわ

マ
石
川
祐
司
・
志
茂
優
子

①
上
河
東
マ
東
郷
健
一
・
松
井
佳
子



(事) ~lQ) l軍j
ご
存
じ
で
す
か

特
別
児
童
扶
養

手

当

制

度

こ
の
制
度
は
、

二
十
歳
未
満
の
心
身

障
害
児
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
手
当
が

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

。
支

給

額

障

害
児

一
人
に
つ
き
月
額

四
万
六
千
三
百
九
十
円
(
重
度
)

三

万

九

百

三

十

円

(

中

度

)

O
対

象

児

身

体

障

害
者
手
帳
の

一
級

ー
一二
級
と
四
級
の

一
部
、
ま
た
は
、

療
育
手
帳
の

A
i
l
-
A
1
2
・
A
1
3
・

B
l
l
程
度
の
障
害
を
持
つ
児
童

な
お
、
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

た
り
、
扶
養
し
て
い
る
方
に
一
定
の
額

以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

O
詳
し
く
は
役
場
健
康
福
祉
課

(
包
万
|
2
1
1
1
)
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

。

t1(!!iω 
陶器a昌右

国~(!!ì~す

心
身
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
(
平
成
四
年
度
後
期
分
)
の
請

求
を
受
付
け
ま
す
。

-
対
象
者
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・

二
級
、
戦

傷
病
者
手
帳
特
別
・
第
一
・
第
二
項

症
、
療
育
手
帳

A
に
該
当
す
る
人
。

受
付

・
日
時

三
月

一
日
明

午
前
九
時
三
十
分
1
午
後
四
時

会

上碁

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

二
階

三
月
三
日
附

午
前
十
時
1
午
後
三
時

三
月
四
日
附

午
前
十
時
i
午
後
三
時

櫛
形
町
中
央
公
民
館

一
階
(
役
場
隣
)

竜
王
町
北
部
公
民
館

一
階
(
役
場
隣
)

-
持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
峡

中
福
祉
事
務
所
(
古
川
此

1
4
3
0
5
)

ま
で

土をねり、あなたの「ゆめ」を

つくってみ ませんか

O日時 三月十六日(火)・十七日休)

-三十日(火)

午後七時三十分~九時三十分

。場所 町中央公民館・ 工作室

。対象成人一般

0定員 二十名

O費用五百円(材料費など)

O募集期間 三月八日(月)から

十五日(月)まで

(定員になり次第締め切ります)

Oお申込みは、町教育委員会

(岱75-3737) まで

固
定
資
産
識
鋭
台
帳
の

縦
覧
期
間
ほ

一
一
一
月
一
日
j
二
十
二
日

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
と
な
る
、

課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
自
分

の
納
め
て
い
る
固
定
資
産
税
の
内
容
を

知
り
た
い
方
は
、
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

O
期
間

三
月
一
日

1
二
十
二
日

(
午
前
九
時

1
午
後
四
時
)

O
場
所
昭
和
町
役
場
税
務
課

。
本
人
以
外
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、

本
人
の
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
税
務
課

(
岱
万
1

2
1
1
1
)
ま
で
。

ご
存
じ
で
す
か

必
身
障
一
者

扶

養

済

制

度

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
の
保
護

者
が
死
亡
ま
た
は
重
度
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
時
に
、
残
さ
れ
た
障
害
者
に
年

金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
共
済
制

度
で
す
の
で
加
入
者
に
は
一
定
の
掛
金

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

掛

金

月

一
千
四
百
円
j
六
千
八
百
円

支

給

金

障

害
者
に
月
二
万
円
を
支
給

O
加
入
資
格
心
身
障
害
者
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者
(
六
十
五
歳
未
満
)

O
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

(
岱
万
1
2
1
1
1
)
ま
で

圏

のご

押
原
・
西
条
・
常
永
の
町
内
三
児
童

館
に
あ
る
留
守
家
庭
児
童
学
級
の
入
級

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
学
級
は
、
放
課
後
家

に
帰
っ
て
も
保
護
者
の
就
労
や
疾
病
の

た
め
、
適
切
な
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い

児
童
を
対
象
に
、
町
内
の
児
童
館
の
中

に
開
設
さ
れ
て
い
る
学
級
で
す
。

V
入
級
対
象
者
(
児
童
)

・
小
学
校
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で

・
両
親
就
労
家
庭
・
母
子
、
父
子
家
庭

・
昏
一間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

V

定

員

四

十

名

l
五
十
名

V
開
設
日
月
曜
日

1
金
曜
日

V

時

間

午
後

一
時
j
午
後
五
時

V

費

用

無

料

V
お
申
込
み
先

押
原
児
童
館
(
宮
市
1
6
4
6
2
)

西
条
児
童
館
(
岱
お
1
9
6
1
6
)

常
永
児
童
館
(
岱
万
|
0
3
5
8
)

巡回相談のお知§官

交通事故出張相談

交通事故のあと処理に関する相

談に応じます。

砂日時 3月25日(木)

惨場所 昭和町中央公民館

惨詳しくは、県民相談センター

(ft32-3715)まで 級

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 12

月分の医療費は、約2615万 8千円

です。 (前年同月比18.2%の減)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう 。

お毎寄りのaなさんヘ

園局扱@.>~@{[)日⑭寝固守宮弘§
ぉa渉窓お~~す

コ
牝=

故

数

れ

一

=

諒

一

件

忘

分

-K
生

代

言

月

内

日
ハ
ト

ペl

町

発

吉

駅

=

「|」

頃
車

一一 mi 
m問\~
gド

1 ，000円に

外来は 1カ月
900円時

入院は 1日

600円時 700円に

平成 5.3.1 ⑩広報しようわ



保健衛生だより

手し 児 (建 康

受付時間及び地区

日時 l午後T時00分----1時30分

(常永地区)

3月9日 |午後情ゆ2時00分
(火) I 西条地区)

午後2時00分----2時30分

(押原地区)

受付時間及び地区

吾合
ロジ

該当児

平成 4年 8月

出生児。

平成 4年11月

出生児。

該当児

日時 I午後4時00分----1時30分 平成年 2月

(常永地区) 4 

3月刊日 I午後1時30分----2時00分出生児。。

(水) I 西条地区)

午後2時00分----2時30分 平成 4年 5月

(押原地区) 出生児..0

査

場所

f品R~~目t、与、

β仁I、

~ 

官官

場所

。11'心公、

合

~ 

官官

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田

押原地区 押越河東中島紙j鹿阿原

常永地区 築地 新 居 飯 喰 河 西 上 河 東 上 河東二区

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

由子手帳受付及び→支健康相談日

日時 3月8日(月)・19日(金)・29日(月)

午前9時----11時30分

場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますのでお気軽にお出かけください。

L一一一一

3 歳児健康診査

日 時 3月25日(木〉

受付時間午後T時----1時30分

場 所総 合 会館

該当児平成元 年12月 1日~平成 2年 1月31日までの出生

児、及ぴ前回未受診児。

持ち物母子手帳 ・3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。 ・尿検査セッ ト

乳児整形外科検 診

巴時 3月31日(水)

受付時間午後T時----1時30分

場 所総合会館

該当児 平成 4年11月 1日~平成 4年12月31日までの出生

I臼
jし。

持ち物母子手帳

⑪広報しょうわ平成5.3.1

ツベルクリン反応検査とBCG接種

.<ツベルクリン反応模査〉

日 時 3月15日(月)・ 16日(火)午後T時----2時

場 所総合会館

該当児

女平成 4年 4月 1日~平成 4年 9月30日ま での出生児。

女平成 3年10月 1日~平成 4年 3月31日までの出生児で未接

種の人。

*平成 4年 3月に BCG接種をした人(陽転確認のため)

女平成元年 4月 1日以降出生児で未接種の人。

※上記該当児のうち BCG接種後 1年以内の人は対象から除

外されます。

持ち物母子手帳・予防接種受付カード

・〈判定及びBCG接種〉

日時 3月17日(水). 18日(木)

受付時間判定……午後 1時00分 -1時30分

BCG接種・…・・午後 l時-2時

場 所総合会館

持ち物母子手帳・問診票

※対象者多数のため、実施方法が変わりました。

1. 今回、初めてツベルク リン反応検査を受ける人は、 16

日(火)に検査をし、 18日(木)に判定及ぴBCG接種です。

2. 昨年 3月に BCGを接種した人は、 15日(月)にツベル

クリン反応検査をし、 17日(水)に判定をします。

※詳しくは、個人通知でお知 らせします。

3 種混合予防接種

日 時 3月23日(火)午後T時----2持

場 所総合会館

該当児

砂 I期・…・・平成2年9月1日~平成3年2月28日までの出生児。

砂II期・…一 I期3回を完了して1年か ら1年6か月以内の人。

砂平成2年3月1日~平成2年8月31日までの出生児で宋接種の人。

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつていないと接種できません。体温は必ずはか

ってきてくだ‘さい。

O問診票の記入もれなどがないようにして ください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれ ください。

くつぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している人。または著しい栄養障害のある人。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3. はしか (MMR)、BCG接種後 1か月以内の人。

4. 年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

飼えなくなつだ犬・猫の収集日

日時 3月5日.19日(金)午前10時50分----10時55分
場所総合会館前

犬の避妊・去勢手術の補助金制度もあり

ますのでご利用ください。
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日 Sunday

役場開庁飼えなくなった犬・
猫の収集日

行政相談(中央公民
館午後 1時一)
心配ごと相談(総合
会館午後 1時-)
リハビリ教室
(総合会館)

手話講習会

(総合会館)

図書館・プール

休館目

安産教室

(総合会館)

13議12: 

築地新居・飯膿・河西・上河東確定申告相談受付

11奇10富
農山漁村婦人の 日

8~ 
国際婦人デー

7議
消防記念日

役場開庁

結婚相談(総合会館

午後 1-3時)
子どもアニメ映画
会〈図書館午後 2

時-)

心配ご と相談(総合

会館午後 I時-)

乳児健康診査

(総合会館)

手話講習会

(総合会館)

乳児健康診査

(総合会館)

図書館・ブール

休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談・安

産教室(総合会館)

総合会館

温泉定休日

20室
・春分の口

19議

上河東二区・その他(予備目)確定申告相談受付

18: 17奇
彼岸入り

16露15百1L1委

役場開庁

総合会館

温泉定休日

図書館・プール

休館日

飼えなくなった犬・
猫の収集日
母子手帳交付及び

一般健康相談

(総合会館)

行政相談(中央公民|ツベルクリン反応

館午後 l時-)判定及ぴBCG
心配ごと相談(総合|接種 (総合会館)
会館 午後 l時-)

ツベルクリン反応

判定・リハビリ教室

(総合会館)

24仏斗滅

手話講習会

(総合会館)

ツベルクリン反比、

検査(総合会館)

図書館・プール

休館日

ツベルク リン反応

検査(総合会館)

若人早春ふれあい

パスの旅
(lijT結婚相談所

主催)

27~ 26百25室
電気記念日

23: 
彼岸明け

-ー

22露
放送記念日

21百

役場開庁心配ごと相談(総合|交通事故出張相談

会館午後 l時-) I (中央公民館)

三歳児健康診査

(総合会館)

手話講習会

(総合会館)

三種混合予防接種

(総合会館)

図書館・ブール

休館日

総合会館

温泉定休日

お?滑りメロディーの

放送呼閉が午後5時に

31室30議
{皮岸明け

29: 友
ヨ|ι 

舎月から、お帰りメロディーの放送時間が、こ

れまでの午後4時から午後5時iこ変更lこなります。

なお、 4月も午後5時の放送時間となります。

図書館休館臼

心配ごと相談(総合

会館午後 I時-)

乳児整形外科検診・

リハビリ数室

(総合会館)

図書館・ブール

休館日

母子手帳交付及び

一般健康相談

(総合会館)監

i也

火・金曜日

※収集日が祝日の場合は収集業務はいたしません

ので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。ダン

ボール箱などでは出さないで ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前8時30分までに出してくださ

※可燃物、不燃物の分別はし っかりおこ なっ てく

ださい。

毎月第?水曜日第3水擢日

3日 ・17日

上
河
東
二
区

上

河

東

一白

河

西

一躍

飯

喰

一
--

築
地
新
居
一

用

紙

漉

阿

原

一週

河

東

中

島

一毎

押

越
西

条

新

田

清

水

新

居

西

条

二

区

一週毎

西

条

区

4日・ 4日・ 8日・竹臼

15日・18日・22日・25日・29日
2日 .5日・ 9日・ 12日
16日・19日.23日・26日・30日

毎月第2水曜日第4水曜日

10日・ 24日

⑫ 平成5.3.1広報しようわ

24日

区

燃
え
る
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